
今月の掲載記事
子ども一人一人に合った発達支援を
狂犬病予防注射が始まります
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みんなの力で交通事故ゼロのまちへ



みんなの力で交通 事故ゼロのまちへ
　

自
動
車
や
自
転
車
は
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
便
利
な
反
面
、
さ

さ
い
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
命
を
脅
か

す
も
の
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
改

め
て
交
通
ル
ー
ル
を
意
識
し
て
、
交
通

事
故
の
な
い
え
び
の
市
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　

令
和
6
年
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、

例
年
に
比
べ
て
10
件
以
上
も
多
く
、
死

亡
事
故
が
3
件
発
生
し
ま
し
た
。
令
和

7
年
に
は
、
交
通
事
故
発
生
件
数
は
減

少
し
た
も
の
の
死
亡
事
故
に
つ
い
て
は
、

令
和
6
年
と
同
じ
く
3
件
発
生
し
て
い

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
交
通
事
故
の
原
因

が
、
脇
見
運
転
や
運
転
者
の
不
注
意
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

第
一
当
事
者
（
※
）
を
年
代
別
で
見

て
み
る
と
、
65
歳
以
上
が
42
％
と
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
自
家
用
車
が
移
動

手
段
と
し
て
必
要
で
あ
る
た
め
、
運
転

免
許
の
返
納
が
難
し
い
高
齢
者
が
多
く

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
の
1
つ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

え
び
の
市
の
現
状

えびの市 令和5年 令和6年 令和7年

交通事故
発生件数 24 37 26

負傷者 26 38 30

死者 1 3 3

参照：宮崎県警察本部交通企画課「交通事故月報」

えびの市年代別事故発生状況
（令和7年）

25〜29歳
4%4%

30代30代
16%16%

40代40代
15%15%

50代50代
19%19%

60〜64歳
4%

65歳以上65歳以上
42%42%

交通安全街頭キャンペーンカーブミラー清掃
　年4回、交通安全協会・防犯協会・警察・各
駐在所連絡協議会など、さまざまな団体が連
携して、街頭キャンペーンを行っています。
交通安全啓発チラシや協賛品を配るなどして
安全運動を呼びかけています。

　毎年、えびの市交通指導員会が市内のカー
ブミラーの清掃を行っています。汚れが付着
したミラーを丁寧に磨き、ドライバーが見や
すく安全に運転できるようにしています。

令和8年4月1日と9月1日に、交通事故防止対策の一層の推進を図るため、道路交通法の一部が改正されます。
改正点は次のとおりです。

自転車の交通反則通告制度が適用

生活道路における自動車の法定速度が引き下げ

令和8年4月1日から、16歳以上の人による自転車の一定の交通違反（反則行為）に対し
て、「青切符」による取り締まりを行う反則金制度が導入されます。

令和8年9月1日から、生活道路における法定速度が引き
下げられます。中央線、または車両通行帯などがない生
活道路における法定速度が60kｍ/ｈから30kｍ/ｈに変
わります。

違
反
行
為
の
例
と
反
則
金
額

自転車安全利用五則は、自転車を安全に利用するための５つの基本ルールです。ルールを守り、正しく自転車に
乗りましょう。

交
通
事
故
防
止
の
取
り
組
み

※
交
通
事
故
の
当
事
者
の
中
で
、

　
一
番
過
失
が
重
い
人

みんなの力で交通 事故ゼロのまちへ

道路交通法が一部改正されます

令和8年

4月1日
施行

令和8年

9月1日
施行

自転車安全利用五則

詳しくは、警察庁ホームページ（https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/
bicycle/portal/system.html）をご覧ください。

1 車道が原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先

3 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認

2 飲酒運転は禁止

4 ヘルメットを着用

5 夜間はライトを点灯

携帯電話の
使用等

（保持）

12,000円

信号無視
（赤色等）

6,000円

車道の
右側通行

6,000円

一時不停止

5,000円

イヤホンの
使用

5,000円

並進・
二人乗り

3,000円

過去3年間の市内の交通事故発生状況
（えびの警察署管内）

令和7年中は前年に
比べ、交通事故発
生件数は減ってい
ますが、前年と同
じく３件の死亡事
故が発生していま
す。
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運転免許証の返納を考えている人へ

　

え
び
の
地
区
交
通
安
全
協
会
で
も
運

転
免
許
の
更
新
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

同
協
会
で
更
新
す
る
と
、
手
数
料
は
え

び
の
地
区
交
通
安
全
協
会
の
運
営
費
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
免
許
証

の
受
け
取
り
ま
で
に
、
１
カ
月
ほ
ど
か

か
り
ま
す
が
、
「
優
良
講
習
」
と
「
一
般

講
習
」
の
人
は
、
ぜ
ひ
、
え
び
の
地
区

交
通
安
全
協
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

え
び
の
市
の
令
和
7
年
の
交
通
事

故
は
、
人
身
事
故
件
数
が
前
年
に
比

べ
て
減
り
ま
し
た
が
、
3
件
の
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。
ま

た
、
物
損
事
故
は
前
年
よ
り
も
増
え
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
よ
る
事
故

も
多
く
、
原
因
の
約
7
割
が
脇
見
と

安
全
不
確
認
に
よ
る
も
の
で
す
。
高

齢
者
に
限
ら
ず
、
慣
れ
や
油
断
は
交

通
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
は
、
今
一
度
安
全
を
意
識
し
た

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者

も
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
手
上

げ
横
断
や
反
射
材
の
装
着
な
ど
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
4
月
と
9
月
に
は
、
道
路
交

通
法
が
改
正
さ
れ
、
自
転
車
の
罰
則

強
化
や
生
活
道
路
の
制
限
速
度
引
き

下
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
運

転
す
る
際
は
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

え
び
の
市
を
交
通
事
故
の
な
い
安

全
な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交
通
安
全
の
意

識
を
持
っ
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

市民協働課 市民協働係 ☎35-1118（直通）お問い合わせ

　宮崎県警察本部では、警察職員や看護師が、認
知症や一定の病気のある人、運転に不安を感じて
いる人、その家族などから相談を受け付けていま
す。秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

えびの警察署	 ☎33-0110
都城運転免許センター	 ☎0986-25-9999

安全運転相談窓口

最寄りの窓口

　
車
を
運
転
す
る
際
、同
乗
者
（
助
手
席・

後
部
座
席
）
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
後
部
座

席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
非
着
用
は
、

一
般
道
路
を
除
き
違
反
点
の
対
象
で
す
。

　

後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
時

の
致
死
率
は
、
着
用
時
に
比
べ
、
高
速

道
路
で
約
16
・
6
倍
、
一
般
道
路
で
約

2
・
7
倍
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
命

を
守
る
た
め
に
も
後
部
座
席
で
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
転
免
許
の
更
新
は
、
誕
生
日
の
１

カ
月
前
か
ら
誕
生
日
の
1
カ
月
後
ま

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
が
、
70
歳
以
上

の
人
は
、
更
新
前
に
講
習
や
検
査
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
75
歳
以
上
で
一
定
の

交
通
違
反
歴
（
更
新
年
の
誕
生
日
の

1
6
0
日
前
の
日
か
ら
過
去
3
年
間
）

が
あ
る
人
は
、
運
転
技
能
検
査
で
合
格

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
更
新
前
の
講
習
等
に
該
当
す
る
人
は
、

運
転
免
許
の
有
効
期
間
の
お
お
む
ね
6

カ
月
前
に
宮
崎
県
公
安
委
員
会
か
ら
通

知
の
は
が
き
が
届
き
ま
す
。
す
ぐ
に
自

動
車
教
習
所
に
予
約
し
ま
し
ょ
う
。

運転席・助手席 後部座席

一般道路 違反点1点 違反点なし

高速道路
自動車専用道路 違反点1点 違反点1点

シートベルト非着用の場合

参照：警察庁ホームページ

自動車後部座席同乗中死傷者の
シートベルト着用・非着用別致死率

（令和2年〜令和6年合計）

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0
非着用着用

約16.6倍

4.67

0.28

高速道路 一般道路

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0
非着用着用

0.72

0.27

約2.7倍

運転に不安を感じている人や運転ができなくなった人を対象に、えびの
地区交通安全協会が運転免許証自主返納支援事業を行っています。

えびの警察署
地域交通課

青木 大地 課長

自
動
車
運
転
時
の
注
意
点

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
な
い

乳
幼
児
を
乗
せ
て
運
転
し
た
場
合
、
罰

則
や
反
則
金
は
な
い
も
の
の
運
転
者
に

違
反
点
が
１
点
つ
き
ま
す
。
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
義
務
期
間
は
6
歳
未
満
の

幼
児
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
規
格
は
身
長
1
4
0
㎝
以
上
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
6
歳
以
上
の
子
ど

も
で
も
身
長
な
ど
を
考
慮
し
て
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

運
転
免
許
更
新
前
の

講
習
と
検
査

運
転
免
許
の

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

通知はがき

認知機能検査

75歳以上のドライバーは、運転免許の更新時に
認知機能検査を受けなければなりません。この
検査で記憶力や判断力を測定します。

えびの警察署（地域交通課窓口）返納手続き窓口

●市内に住所を有し、現に居住している人
●運転免許返納時の年齢が65歳以上の人
●免許証が有効期間内にある人

●運転経歴証明書の発行手数料（1,150円）を助成
●①または②から1つ選択

①タクシー利用券（初乗り料金の24回分）・・・返納から１年間利用可能
②えびの市商工会発行の商品券（7,000円分）・・・購入から１年間利用可能

対象者

自主返納特典

詳しくは、えびの地区交通安全協会（☎33-4874）にお問い合わせください。

●
7070
歳
～
歳
～
7474
歳
の
人

歳
の
人

●
7575
歳
以
上
の
人

歳
以
上
の
人

●
7575
歳
以
上
の
人

歳
以
上
の
人
（
一
定
の
交
通
違
反
歴
あ
り
）

（
一
定
の
交
通
違
反
歴
あ
り
）

高
齢
者
講
習
・
認
知
機
能
検
査

高
齢
者
講
習

高
齢
者
講
習
・
認
知
機
能
検
査
・　

運
転
技
能
検
査

講
習
・
検
査
の
分
類

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
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　歩く・座るといった運動や話す・理解するといった言語、周囲とコミュニケー
ションをとる社会性などの発達は、子ども一人一人で異なり、困り事もさまざま
です。そんな日常生活や学校生活での困り事に対して、子どもの特性に合わせた
「療育（発達支援）」というものがあります。今回は、療育に関する情報や市内
で療育を行っている事業所について紹介します。

　

療
育
（
発
達
支
援
）
と
は
、
運
動
や

言
語
の
発
達
の
遅
れ
、
社
会
性
な
ど
の

各
能
力
が
、
同
年
齢
の
平
均
と
比
べ

て
、
緩
や
か
、
ま
た
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
状
態
に
あ
る
子
ど
も
を
支
援
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
子
ど
も
一
人
一
人
の

特
性
や
困
り
事
、
取
り
巻
く
状
況
な
ど

に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

療
育
に
は
、
「
児
童
発
達
支
援
」
と

「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
の
2
つ

が
あ
り
ま
す
。
児
童
発
達
支
援
は
、
未

就
学
児
（
０
歳
～
就
学
前
）
の
子
ど
も

の
日
常
の
基
本
的
な
動
作
、
集
団
生
活

へ
の
適
応
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
小
学
生
か
ら

高
校
生
（
6
歳
～
18
歳
）
の
学
校
生
活

の
支
援
、
社
会
性
の
向
上
を
目
的
と
し

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

発
達
が
緩
や
か
な
子
ど
も
た
ち
は
、

小
さ
い
頃
の
失
敗
か
ら
く
る
ト
ラ
ウ
マ

で
、
困
り
事
が
増
え
る
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
早
期
の
療
育

で
、
成
功
体
験
を
積
み
上
げ
て
自
己
肯

定
感
を
上
げ
た
り
、
失
敗
し
て
も
大
丈

夫
と
い
う
安
心
感
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
育
て
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
の

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
対
処
法
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
特
性
に
合
わ
せ
て
、
親
子

の
関
わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
う
の

で
、
保
護
者
も
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い

て
早
期
に
気
づ
き
、
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
悩
み
や
困

り
事
を
軽
減
で
き
、
良
好
な
親
子
関
係

や
子
ど
も
が
安
心
で
き
る
家
庭
環
境
を

築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
保
護
者
が
一
人
で
悩
ま

ず
に
、
困
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
で
き
る

場
所
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
身
を
受
け
入
れ
て
も

ら
い
、
日
常
が
楽
し
い
も
の
に
な
る
よ

う
支
え
、
子
ど
も
も
保
護
者
も
笑
顔
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

子
ど
も
の
発
達
に
応
じ
た
適
切
か
つ

専
門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
、
子

ど
も
一
人
一
人
の
特
性
に
合
っ
た
「
で

き
る
」
が
増
え
、
日
常
生
活
や
社
会
生

活
に
お
け
る
困
り
事
の
解
消
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
日
常
生
活

に
お
け
る
困
り
事
の
解
消
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
の
子
ど
も
の
特
性
に
対
す

る
理
解
も
深
ま
り
ま
す
。
「
な
ぜ
で
き

な
い
の
だ
ろ
う
？
」
と
考
え
て
い
た
こ

と
も
、
子
ど
も
の
特
性
で
苦
手
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
、
ど
の
よ
う
に
接
し
て

い
け
ば
良
い
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

えびの市大字坂元1544番地2
開所日 月曜日～土曜日 

※祝日、盆休み、年末年始除く

電話番号 27-3270

時　間 平日　午前9時～午後6時
土曜日　午前8時30分～午後5時30分

満3歳になった年度の翌年度の4月1日から開始し、
小学校就学までの間に、児童発達支援等の施設を利用
する子どもに対しては、利用者負担が無償化されま
す。対象となる支援などの詳細は、市福祉課にご確認
ください。

利用には、市福祉課への申請が必要です。

　えびの支援センター「びーだま」は、発達が緩やか・障
がいのある子どもやその保護者に対して、児童発達支援や
放課後等デイサービスを提供しています。言語聴覚士・理
学療法士・保育士・社会福祉士・児童指導員などの専門性
のある人たちが、チームとなって子どもたちの自立に向け
て、一人一人に合わせた個別性・質の高いサポートを行
い、生活能力や社会性の向上を図っています。

4月から中核機能強化事業所として、保護者や地域、学校
などからの相談の受け付けを開始します。相談内容をもと
に、発達が緩やかな子どもたちが過ごしやすい環境や一人
一人に合った支援について助言を行います。また、他の事
業所や地域と情報共有を図り、必要な支援につなげたり、
支援方法の研修を行ったりする予定です。

市福祉課 障がい福祉係 ☎35-1115（課直通）
お問い合わせ

お子さんのことについていくつか質問します。

※サービス内容や支給量、利用者負担額などを記載

エリアマネージャー
言語聴覚士

新原 麻衣子さん

言語聴覚士と絵カ
ードを使って発語
や発音を学びます。
ことばの理解や表
情・身振りの発達
も促します。

理学療法士が体の
状態を分析し、歩
行や移動の練習を
通して、遊びや生
活がしやすい体づ
くりを行います。

保育士・児童指導
員と食事や排せつ、
着替え、対人関係
の練習などを行い、
集団で安心して過
ごせる基盤を整え
ます。
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※予備日は、1回目の日程で予防注射を接種できなかった犬が対象
です。ご注意ください。

■移動の関係で時間に制限があります。時間厳守でお越しください。　■雨天時でも実施します。

市民環境課 生活環境係
☎ 35-3731（直通）

　

令
和
8
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
生
涯
1
回
の
登
録
と
年
1
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す
る
と
20
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。
病
気
で
注
射
が
で
き
な
い
場
合
は
、
動
物
病
院
で
猶
予
手
続
き
が
必

要
で
す
。
大
切
な
愛
犬
を
守
る
た
め
に
、
必
ず
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ど
の
会
場
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
都
合
の
良
い
場
所
・
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※犬の登録・死亡、飼い主の変更などの届け出もできます。

会場では興奮する犬もいます。

会場でのフンの始末は必ず飼い主が行いましょう。

体調の悪い犬、または1カ月以内に別の注射を受
けた犬は、注射会場の獣医師、またはかかりつけ
の動物病院にご相談ください。

●犬を抑えることのできる人が同伴してください。
●犬同士を近づけ過ぎないようにしてください。
●首輪や胴輪に必ずリードを付け、犬が離れることがな
　いようにしてください。

※伸びるリール式リードはストッパーをかけてください。

生後 91 日以上の犬

登録料：3,000 円（生涯に１回）
注射料：3,300 円

狂犬病予防注射通知書
愛犬手帳（鑑札）
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税

問

固
定
資
産
課
税
台
帳
等
の
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す

市
税
務
課 

固
定
資
産
税
係
　
☎
35
‐
3
7
3
5
（
直
通
）

　

令
和
8
年
度
の
固
定
資
産
税
に
関

す
る
土
地
、
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な

ど
に
つ
い
て
の
縦
覧
・
閲
覧
が
、
4

月
1
日
（
水
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
自
分
の
固
定
資
産
税

が
い
く
ら
に
な
る
の
か
知
り
た
い
」、

「
自
分
の
土
地
・
家
屋
と
他
の
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
て
、
適
正

か
ど
う
か
判
断
し
た
い
」、「
土
地
を

買
っ
た
が
、
そ
の
土
地
が
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
知
り
た

い
」
な
ど
考
え
て
い
る
場
合
は
、
こ

の
機
会
に
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
等

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

縦
覧
・
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。

※
固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大
臣

が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
価
格
を
決
定

し
、
そ
れ
を
も
と
に
課
税
標
準
額
を

算
定
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
決

定
さ
れ
た
価
格
や
課
税
標
準
額
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま

す
。
登
録
さ
れ
た
課
税
標
準
額
に
税

率
（
1
・
4
％
）
を
乗
じ
た
も
の
が

税
額
と
な
り
ま
す
。

◎固定資産課税台帳等の縦覧
　固定資産税の納税者が、自己の土地や家屋と他の土地や家屋の評価額（所有者の情報は除く）
を比較して、適正であることを確認する制度です。

縦覧期間 4 月 1 日（水）～ 4 月 30 日（木） ※土・日、祝日を除く
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

縦覧場所 市税務課窓口（市役所本庁 2 階）、飯野出張所、真幸出張所

縦覧対象者と
範囲

縦覧対象者 縦覧範囲 記載事項
土地の固定資産税の納税者

（代理人または納税管理人） 土地価格等縦覧帳簿 所在地（地番）・地目・地積・
評価額

家屋の固定資産税の納税者
（代理人または納税管理人） 家屋価格等縦覧帳簿 所在・家屋番号・種類・構造・

床面積・評価額

縦覧に
必要なもの

・納税者本人であることを確認できるもの（運転免許証など）
※代理人の場合は、委任状と代理人本人の確認ができるもの（運転免許証など）が
必要です。

手数料 無料（帳簿の写しの交付はできません）

◎固定資産課税台帳等の閲覧
　納税義務者は、固定資産課税台帳のうち、自己の資産が記載された部分について、一年を
通して閲覧することができます。また、借地人・借家人等も借りている土地・家屋の閲覧を
することができます。

閲覧期間 4 月 1 日（水）～通年 ※土・日、祝日、年末年始を除く
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

閲覧場所 市税務課窓口（市役所本庁 2 階）、飯野出張所、真幸出張所

閲覧対象者と
範囲

閲覧対象者 閲覧範囲
①固定資産税の納税義務者 所有している固定資産
②土地を有償で借りている人 借りている土地
③家屋を有償で借りている人 借りている家屋および敷地である土地
④固定資産の処分をする権利を有する一
定の人 権利を有する固定資産

閲覧に
必要なもの

・納税者本人であることを確認できるもの（運転免許証など）
・閲覧対象者のうち上記の②③④に該当する人は、それらを確認できるもの（賃貸借
契約書など）
※代理人の場合は、委任状と代理人本人の確認ができるもの（運転免許証など）が
必要です。

手数料 閲覧は 1 件につき 200 円（縦覧期間中は無料）。写しの交付は 300 円。
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問
市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係
　
☎
35
‐
1
1
1
6
（
直
通
）

健
　
幸

ア
ル
コ
ー
ル
と
血
圧 

～
健
康
に
お
酒
を
楽
し
む
た
め
に
～

窓
　
口

　

市
役
所
本
庁
２
階
に
、
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
（
総
合
案
内
所
）
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
山
義
彦
市
長

が
、
市
役
所
改
革
の
一
環
と
し
て
設
置

を
掲
げ
て
い
た
も
の
で
、
市
長
就
任
後

に
直
ち
に
着
手
し
実
現
し
ま
し
た
。

　

市
民
を
は
じ
め
、
来
庁
者
を
担
当
課

へ
ス
ム
ー
ズ
に
案
内
で
き
る
体
制
が
整

い
、
さ
ら
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
役
所
本
庁
2
階
に

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

総合案内所（市民環境課横）

　

総
合
案
内
所
は
、
庁
舎
２
階
正
面
玄

関
を
入
っ
て
す
ぐ
右
側
の
市
民
環
境
課

の
隣
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
課
は
ど
こ
に
あ
る
の
？
」、

「
こ
ん
な
相
談
は
ど
こ
で
す
れ
ば
い
い

の
？
」
と
い
っ
た
、
手
続
き
や
相
談
に

関
す
る
疑
問
な
ど
、
市
役
所
の
利
用
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
ご
案
内
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。

　

2
月
17
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

「
令
和
7
年
度
え
び
の
市
農
業
振
興
大

会
」
が
行
わ
れ
、
市
内
の
農
業
関
係
者

ら
約
1
3
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。こ

れ
は
、
農
業
で
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
克
服
に
向
け
て
、
農
業
関

係
者
で
危
機
感
を
共
有
し
行
動
す
る

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。同
大
会
で
は
、
え
び
の

市
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
地
域
の
農
林
水
産
業
に
貢
献
し
た

4
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
、
西
諸
県
農
林
振
興
局
の

梅
木
哲
也
技
術
次
長
と
松
﨑
勝
一
地
域

農
政
企
画
課
長
が
「
本
県
農
業
の
現
状

と
施
策
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
M
R
T
ラ
ジ

オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
坂
井
淳
子
さ

ん
が
「
自
分
が
元
気
だ
か
ら
こ
そ
の
地

域
愛
」と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

【
え
び
の
市
農
林
水
産
業
表
彰
受
賞
者
】

市
來
洋
一
郎
さ
ん
（
飯
野
麓
）

髙
牟

宏
邦
さ
ん
（
下
浦
）

前
原
和
明
さ
ん
・
前
原
直
希
さ
ん
（
田

代
）

農
　
業

問 令
和
7
年
度

え
び
の
市
農
業
振
興
大
会

市
畜
産
農
政
課 

農
政
企
画
係
　
☎
35
‐
3
7
4
4（
課
直
通
）

えびの市農林水産業功労者表彰を受賞した皆さん（市來さん
は欠席のため代理受領）

講演を行う坂井淳子さん

産
　
業

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、
気
分
を
明
る
く

し
、
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
和
ら
げ
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
と
い
っ
た
良
い
効
果

が
あ
る
一
方
、
習
慣
的
な
飲
酒
は
高
血

圧
や
脳
卒
中
、
が
ん
な
ど
の
発
症
リ
ス

ク
を
高
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
始
め
た
直
後

は
、
副
交
感
神
経
が
優
位
と
な
り
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
か
ら
血
圧
は
一
時
的
に

低
下
し
ま
す
。
そ
の
後
、
肝
臓
で
分
解

さ
れ
始
め
る
と
、
今
度
は
交
感
神
経
が

刺
激
さ
れ
、
心
拍
数
増
加
や
血
管
の
収

縮
が
起
き
、
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
一
時
的
な
変
化
で
数
時

間
か
ら
翌
朝
に
は
、
血
圧
は
ほ
ぼ
元
に

戻
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
毎
日
の
よ
う

に
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
続
け
て
い
る

と
、
血
圧
を
上
げ
る
仕
組
み
が
常
に
働

き
「
慢
性
高
血
圧
」
の
状
態
を
引
き
起

八
代
丸
善
運
輸
株
式
会
社

え
び
の
第
2
物
流
セ
ン
タ
ー
落
成
式

こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
予
防
・
改
善
す
る
に
は
、「
量
」

を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
の
1
日
の
適
量
は
純
ア
ル
コ
ー

ル
男
性
20
ｇ
、
女
性
10
ｇ
程
度
と
さ
れ

（
別
表
）、
高
血
圧
の
人
は
、
さ
ら
に
こ

の
量
以
下
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。「
量
」を
減
ら
し
つ
つ
、

効
率
よ
く
酔
い
を
感
じ
な
が
ら
飲
む
に

は
、
１
杯
目
は
30
分
以
上
か
け
て
食
べ

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
飲
む
、
水
や
ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
と
交
互
に
飲
む
な
ど
が

効
果
的
で
す
。

　

健
康
的
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
楽
し
ん
で

い
く
た
め
に
も
、
週
に
２
日
は
休
肝
日

を
設
け
、
日
頃
か
ら
自
宅
血
圧
を
測
定

し
血
圧
の
変
化
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
飲
酒
の
有
無
な
ど
も
記
録
し
ま

し
ょ
う
。

セレモニーでテープカットが行われました

完成したえびの産業団地第 2 低温物流センター

＊上 記 はそれぞ れ が 純 アルコール
20gに該当する量です。

焼酎 25 度
100㎖

焼酎 20 度
125㎖

ビール ５％ 
ロング缶・中瓶

500㎖

酎ハイ 7％ 
缶 350㎖

ワイン 12％ 
グラス 2 杯

200㎖

【別表】純アルコールで
20g 程度の目安

問
市
企
業
立
地
課 

立
地
推
進
係
　
☎
35
‐
3
7
2
7
（
直
通
）

問
市
財
産
管
理
課 

管
財
係
　
☎
35
‐
1
1
2
0
（
課
直
通
）

　

2
月
5
日
、
え
び
の
イ
ン
タ
ー
産
業

団
地
で
、
八
代
丸
善
運
輸
株
式
会
社
の

え
び
の
産
業
団
地
第
2
低
温
物
流
セ
ン

タ
ー
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
同
社
が
立
地
促
進
支
援
者
と
し
て
、

冷
凍
・
冷
蔵
倉
庫
を
建
設
し
た
も
の
で
、

株
式
会
社
ム
ロ
オ
が
倉
庫
管
理
や
運
送

な
ど
の
運
営
を
行
い
ま
す
。
今
回
の
立

地
で
60
人
程
度
の
新
規
雇
用
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
に
建
設
さ
れ
た
マ
ル
ゼ
ン

グ
ル
ー
プ
協
同
組
合
の
物
流
セ
ン
タ
ー

と
合
わ
せ
、
3
温
度
帯
の
物
流
セ
ン

タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
八
代
丸
善
運
輸
株
式
会
社
の
寺
口
賢さ

と
る

代
表
取
締
役
は
、「
物
流
の
2
0
2
4

年
問
題
や
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
同
じ
業
種
が
タ
ッ
グ
を

組
む
の
は
非
常
に
意
味
の
あ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

マ
ル
ゼ
ン
グ
ル
ー
プ
協
同
組
合
の
古

賀
大
輔
代
表
理
事
は
、「
運
送
業
・
倉

庫
業
を
拡
大
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地

域
と
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
産
業
団

地
か
ら
え
び
の
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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男女共同参画で考える防災

2 第6次えびの市総合計画後期基本計画
に対する答申書の提出

2

35

　市文化センターで「令和 7 年度男女共同参画
講座」が行われました。これは、宮崎県男女共
同参画センターの柳田明子さんを講師に招き、

「男女共同参画で考える防災」をテーマに行った
ものです。市民ら約 50 人が参加しました。
　同講座では、災害時の避難所運営での性別・
立場によって異なる困り事の解決策や、性別に
かかわらず一人一人が主体的に考えて行動する
地域社会の必要性について学びました。

　えびの市総合開発審議会の御手洗英次会長か
ら「第 6 次えびの市総合計画後期基本計画（案）」
に対する答申書が提出されました。御手洗会長
から、「委員が審議を重ね、まとめた意見です。
十分尊重するとともに、えびの市のための施策
が着実に進んでいくことに期待します」との意
見がありました。市では、総合計画に位置付け
た将来像の実現に向け、市民と共に施策の着実
な実施に努めます。

ジェンダーの視点で配慮ある防災 えびの市の将来像を審議

小中学生英語暗唱大会

2
温楽授業

2

37

　市国際交流センターで「令和 7 年度小中学生
英語暗唱大会」が開催されました。これは、市
内小・中学生の英語力向上とともに、英語に親
しむ機会を提供し、国際理解と国際交流の推進
を目的に行っているものです。大会には、市内
の小学生 15 人、中学生 10 人が出場しました。

【小学生の部】最優秀賞：ラーマン マンハさん
（真幸小 6 年）【中学生の部】最優秀賞：平岡

莉央さん（飯野中 2 年）

　京町観光ホテルで「温楽授業」が行われまし
た。これは、子どもたちに地域資源である温泉
の価値や素晴らしさをもっと知ってもらおうと
京町温泉みなほ会が行っているものです。
　授業には、真幸小学校 2 年生 20 人が参加し、
温泉クイズや足湯体験を通して、温泉の知識を
楽しく学びました。
　参加した児童は、「肌がツルツルになった」、

「地元の温泉を知れて良かった」と話しました。

英語の暗唱力・表現力を競う 温泉に触れ楽しく学ぶ

広報 令和8年3月号15

企業ウォッチング

市内事業所のPR

会社概要

事業所概要 働く人の声

家庭教育学級通信

広報 令和8年3月号 14

市では、市内の事業所情報を市民に提供し地元企業の

認知度を高め、市内事業所への就業先選択の拡大を図

るために、掲載を希望する事業所の募集を行い、広報え

びので紹介しています。詳しくは市観光商工課商工係

までお問い合わせください。

市観光商工課 商工係　☎35-3728

医療法人芳德会 京町共立クリニック

　医療法人芳德会京町共立クリニックは、自然治癒力を最大限に生かす医療
の提供、癒やしと安らぎのためにふさわしい病院づくり、患者さんと職員が感
謝や感動を分かち合えるような信頼関係、健康維持や生活習慣病予防のため
の情報普及を理念に、医療を行っています。主な診療科は糖尿病内科と腎臓
内科で、人工透析療法などを行っています。放射線技師や臨床検査技師、理
学療法士、管理栄養士、薬剤師、社会福祉士などの専門の職員たちが、一人
の患者さんに向き合うことで、質の高い医療を提供しています。その他医療
機関とも連携しているので、地域の皆さんが安心して頼れる病院となっています。
患者さんを守るために、災害時も透析を継続できるよう、非常用発電機や貯
水タンクを設置し、防災士の資格を取得している職員もいます。
　勤務も交代制で、お互いに助け合って連休も取得できるように工夫し、子
育て世代でも働きやすい環境になっています。また、高齢者雇用も行ってい
るので、働く意欲のある人が働き続けられる職場です。

災害時も医療を提供できるように非常用発電機を設置

水も貯蓄し、発電機と合わせ緊急時も透析を行えます

地元のえびの市へ看護師として恩返しをしたい
と思い就職しました。現在3年目です。一般病
棟で、人工透析で入院している患者さんの体の
状態を把握したり、困り事を聞いたりして、安全
に過ごせるように支えています。患者さんから
の感謝の言葉が励みになっているので、これか
らも継続して信頼関係を築いていきたいです。

子育て仲間づくり

VOL.38

　上江小中学校家庭教育学級で
は、第1回研修「子育て仲間づく
り」で、レクリエーションを行った
ことで、良いアイスブレイクになり、
1年間の活動にはずみがつきまし
た。
　第2回研修「防災教室」では、
地元の災害についての講話に加
え、備蓄品・防災グッズ体験、非
常食の実食などを行い、子どもた
ちも目を輝かせて参加していま
した。地元の防災士の皆さんに
も来てもらったことで、防災をよ
り身近に感じることができました。

　第3回研修では、人吉市のメン
タルヘルスサポートオフィス桧垣
の檜垣俊輔代表から、アンガー
マネジメントやマルトリートメン
トについて講義をしてもらい、幅
広いコミュニケーションに役立つ
ヒントを得ました。
　「家庭教育」というと堅苦しく感
じますが、各種講座や研修会で
たくさんの情報やヒントを得るこ
とができ、交流の広がりからも「親
育ち」を感じることができる場で
す。今後も気軽に参加できる講
座の充実に取り組みます。

所在地 えびの市大字向江 508 番地

事業内容 医療（一般内科・糖尿病内科・腎臓内科）

開設 昭和 56 年 7 月

従業員 53 人（えびの出身者：20 人）

電話番号 37-1011
宮田 久代さん

防災教室



講演会「島津義弘と上井覚兼」・
薩摩琵琶演奏会

2

16 えびの新体操クラブ市長表敬
えびの産有機米・みやざきハーブ和牛
を使用した学校給食

えびの地震避難訓練

2

19
2

2

20

　市文化センターで、講演会「島津義弘と上井
覚兼」・薩摩琵琶演奏会が行われました。同演
奏会は、三徳院の琵琶市文化財指定記念公演と
して、加治木島津家第 13 代目当主の島津義秀
さんを招き、琵琶の演奏等が行われたものです。
　また、同講演会では、宮崎市教育委員会文化
財課市史編さん室専門員の新名一仁さんを講師
に招き、島津家老中であった上井覚兼の日記か
ら義弘公の人物像・主従関係を学びました。

　えびの新体操クラブの選手が市長を訪問しま
した。同クラブは、令和 7 年 11 月 28 日から
30 日に東京都で行われた第 43 回全日本ジュニ
ア新体操選手権大会で、男子・団体の部 8 位
の成績を収めました。
　キャプテンの有薗琥

こ は る
大さんは、「雰囲気づく

りを大事にし、みんなで高め合ってきました。
全国ベスト 8 を達成することもでき、いいチー
ムになれたと感じました」と話しました。

　市内小・中学校の給食で、えびの産の有機米
とみやざきハーブ和牛を使用したカレーライス
が提供されました。これは、えびの産の有機米
とみやざきハーブ和牛の PR を行い、有機農業
の利用促進と畜産振興を図るために、エコロジ
カルタウンえびの推進協議会とえびの市畜産振
興会が行ったものです。
　 提 供 さ れ た カ レ ー ラ イ ス は 約 1300 食 で、
105kg のお米と 50kg の牛肉が使用されました。

　加久藤小学校で、全校児童を対象に「令和 7
年度えびの地震避難訓練」が行われました。こ
れは、地震が起きたときに自分の命を守るため
の行動を児童が自ら考え、身の安全を確保し避
難する力を育成するために行われたものです。
　先生の指導のもと、児童たちが教室・廊下な
どの危険な場所を確認しました。J アラートの
放送後、机の下に入るなど、身の安全を確保し、
校庭の安全な場所に避難しました。

日記から歴史をひも解く

全国の舞台で8位入賞えびのの有機米とハーブ和牛を PR

災害の伝承を風化させないために

令和7年度優良 PTA 文部科学大臣表彰
受賞報告

3 女子プロボクシング
日本女子ミニマム級王座獲得報告

2

242

　飯野小学校 PTA が、令和 7 年度優良 PTA 文
部科学大臣表彰を受賞したことを市長に報告し
ました。これは、PTA 組織の大幅な見直しや会
費の削減による保護者の負担軽減、やまびこ会
と連携した校内環境整備などの取り組みが評価
され、表彰されたものです。
　同小 PTA 会長の岩元善博さんは「取り組みを
他の地域にも共有し、えびの市全体を盛り上げ
ていきたいです」と話していました。

　えびの市出身の前原香那枝さんが、2 月 10
日に、後楽園ホール（東京都）で行われた女子
プロボクシングの日本女子ミニマム級王座決定
戦で勝利し、タイトルを獲得したことを市長
に報告しました。これまでタイトルマッチに 3
度挑戦し、念願のベルトの獲得となりました。
　前原さんは「ようやくチャンピオンになるこ
とができました。夢はいつかは叶うものだと実
感しました」と話していました。

PTA の健全育成と発展に寄与 念願のベルトを獲得

11

第69回西日本読書感想画コンクール
最優秀賞・文部科学大臣表彰受賞報告

3
飯野高校生出前授業

2

262

　飯野小学校 5 年生の押川怜央さんが、第 69
回西日本読書感想画コンクールの小学生高学年
の部で最優秀賞と文部科学大臣表彰を受賞した
ことを、市長に報告しました。受賞した作品は

「今の幸せはふつうじゃない」で、絵本「ひろ
しまのピカ」を題材にしたものです。
　押川さんは「戦争がまた日本で起きないよう
に、広島原爆の大きさやつらさを伝えたかった
です」と話していました。

　飯野小学校で、飯野高校生による出前授業が
行われました。これは、飯野高校 2 年生の加
治佐凛

り ん
音さんと緒方美桜さんが、探究活動の一

環として地域の子どもたちに予防医療について
学んでもらおうと授業を行ったものです。
　授業には、同小の 4 年生 33 人が参加しまし
た。咳のエチケットや手洗いなどの感染症に関
するお題が出され、児童たちは対策を考えて、
班ごとに発表を行いました。

戦争を知り思いを描く 予防医療で元気に過ごす

広報 広報令和8年3月号 令和8年3月号17 16



歯
を
失
う
原
因
、
第
1
位
は
「
歯
周
病
」
!?

　

平
成
30
年
に
、
8
0
2
0
推
進
財

団
が
行
っ
た
「
永
久
歯
の
抜
歯
原
因

調
査
」
に
よ
る
と
、
歯
を
失
う
最
大

の
原
因
は
、
虫
歯
で
は
な
く
、「
歯
周

病
」
で
あ
る
と
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

歯
周
病
は
、
歯
と
歯
茎
の
間
に
た

ま
っ
た
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
に
潜
む

「
歯
周
病
菌
」
に
よ
っ
て
歯
茎
に
炎

症
が
起
こ
る
病
気
で
す
。ま
た
、
歯

周
病
は
、
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
、
心

筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
、
認
知
症
な
ど
、

全
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
つ
な
が

け
歯
科
医
師
を
決
め
、
自
分
で
は
取

り
除
け
な
い
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
汚
れ

や
歯
石
の
除
去
な
ど
を
受
け
ま
し
ょ

う
。口こ

う
く
う腔

ケ
ア
は
、
全
身
の
健
康
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。年
１

回
以
上
の
定
期
健
診
で
歯
周
病
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
毎
年
7
月
か
ら
12
月
に
、

20
・
30
・
40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人
を
対

象
に
歯
周
病
検
診
を
無
料
で
実
施
し

て
い
ま
す
。対
象
者
に
は
6
月
ご
ろ

に
受
診
券
を
お
送
り
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

文：市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係

る
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
も
分
か
っ

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、
歯
周
病
は
自

覚
症
状
な
く
進
行
す
る
場
合
が
多
い

た
め
、
予
防
や
早
期
発
見
が
重
要
で

す
。

　

歯
周
病
の
予
防
に
は
、
自
分
で
行

う
セ
ル
フ
ケ
ア
と
歯
科
医
院
で
の
プ

ロ
ケ
ア
の
２
つ
が
大
切
で
す
。セ
ル

フ
ケ
ア
で
は
、
毎
日
の
歯
ブ
ラ
シ
に

「
フ
ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
）」
や
「
歯
間

ブ
ラ
シ
」
を
使
用
し
、
歯
と
歯
の
隙

間
の
歯
垢
を
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。そ

し
て
、
プ
ロ
ケ
ア
で
は
、
か
か
り
つ

③
ス
マ
ホ
や
ネ
ッ
ト
回
線
な
ど
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通
信
契
約
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ト
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ブ
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料
金
プ
ラ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を

書
面
で
し
っ
か
り
確
認
し
、
説
明
を

受
け
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ょ
う
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に
、
ネ
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契
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変
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す
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も
、
契
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件
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ど
を
よ
く
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認
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消
費
生
活
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と

は
、
全
国
共
通
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
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１
８
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（
い
や
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ご
相
談

く
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い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

文：市
民
環
境
課 

生
活
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こ
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進
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れ
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、
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う
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あ
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ま
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き
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断
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不
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。

新
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活
ス
タ
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ト
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け
て

え
び
の
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「
時
空
」
を
越
え
た
物
語
を
め
ぐ
る

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

2月の交通事故
発生状況

人　身	 1件
物　件	 15件

本年累計	 3件
本年累計	 35件

2月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 0件
救　急	 75件

本年累計	 1件
本年累計	 165件

 

令
和
7
年
11
月
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
着
任
し
ま
し
た
、
林
田
古

都
里
で
す
。よ
く
「
芸
名
で
す
か
？
」

と
尋
ね
ら
れ
る
の
で
す
が
、
本
名
で

す
。市
観
光
商
工
課
に
所
属
し
、
え

び
の
市
の
観
光
振
興
に
関
す
る
こ
と

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

 

出
身
は
宮
崎
市
で
す
。宮
崎
県
立

芸
術
劇
場
に
約
7
年
間
勤
め
、
退
職

後
も
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
、
主
に

演
劇
等
の
舞
台
芸
術
に
携
わ
る
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。県
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
に
足
を
運
ぶ
機
会
を
も
ら

い
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
に
恵
ま
れ

て
き
ま
し
た
。え
び
の
市
も
そ
ん
な

ご
縁
の
一
つ
で
す
。

 

県
の
「
地
域
の
魅
力
再
発
見
支

援
事
業
」
で
実
施
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
サ
イ
ク
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
え
び
の
時
空
散
走
」

で
、
約
1
年
半
前
か
ら
え
び
の
市
に

通
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
聞
い
た

話
や
文
献
等
を
も
と
に
リ
サ
ー
チ
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
の
取
材

を
も
と
に
「
え
び
の
時
空
散
走
」
の

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。マ
ッ

プ
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
料

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。昨
年

秋
に
は
自
転
車
ツ
ア
ー
も
開
催
し
ま

し
た
。

 

県
の
事
業
は
3
月
で
終
了
し
ま

す
が
、
引
き
続
き
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
の
一
環
と
し
て
「
え
び
の

時
空
散
走
」
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
話
も
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

文：林
田
古
都
里
隊
員

自動通話録音機を貸し出しています

春の火災予防にご協力を

　3月1日 から7日まで、「全 国 火 災 予 防 週 間」が
実施されました。
　 空 気 が 乾 燥 する時 期 は、わず か な 油 断 が 火 災
に つ な がります。コンロ や 暖 房 器 具 の 周 囲 の 整
理 整 頓、た ばこの 火 の 始 末 の 徹 底 など、日 頃 の
週 間を見 直しましょう。また、住 宅 用 火 災 警 報 器
の点検も忘れずに行ってください。
　一人一人の心がけが家族と地域を守ります。

◎2026年春の火災予防運動標語
「急ぐ日も 足 止め火を止め 準 備よし」

　 この 言 葉 を 胸 に、火 災 の 予 防 に 取り組 み ま
しょう。

　 警 察 署で は、自動 通 話 録 音 機 の 貸し出しを行
っています。これは、高 齢 者 宅 等の固 定 電 話に接
続し、呼 び 出し音 が 鳴る前 に自動 音 声 を 流した
り、会 話 を 録 音したりすることで、特 殊 詐 欺 等 の
犯 罪 被 害 防 止を図ります。
　県 内の高 齢 者（おおむね 6 5 歳以上）がいる「こ
れまで に 特 殊 詐 欺 の 被 害 に 遭っている世 帯 」と

「居 住 者 が自動 通 話 録 音 機 の 設 置を希 望してい
る世 帯」を対 象 に貸し出します。
　 貸 出 期 間 は 6カ月（ 延 長 可 能 ）で、機 器 の 設 置
は 警 察 官 が 行 います。機 器 の 詳 細 や 相 談 は、警
察 相 談 専 用 電 話（ ☎ ＃ 9 1 1 0）、ま た はえび の 警
察 署（☎ 3 3 - 0 0 1 0）にご 連 絡ください。

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

地域おこし活動
C o m m u n i t y  B u i l d i n g
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自閉症などの発達障がいを正しく理
解しましょう

　毎年、4月2日は国連が定めた「世界自閉症啓発デー」、
4月2日から8日までは「発達障害啓発週間」です。
　自閉症をはじめとする発達障がいのある人は、他人の
意図や感情の理解、適切な言葉の使い方などが苦手な場
合があります。それは、本人の努力不足や家族の育て方
の問題ではなく、その人の「脳の特性」です。特性の現れ
方によっては、誤解されたり、理解されずに孤立したり
することがあります。
　自閉症の人たちが生活しやすい社会は、誰もが幸せに
生活できる社会につながります。見た目では分かりづら
い自閉症などの発達障がいを知り、正しく理解すること
が大切です。
問市福祉課 障がい福祉係
☎35-1115（課直通）

手話講習会の受講生を募集します
　市とえびの市手話通訳者派遣協会は、手話奉仕員等の
養成および聴覚障がい者等の福祉向上のため、手話講習
会を開催します。お気軽にご参加ください。

【開催日】毎週木曜 ※祝日を除く
【時間】午後7時30分～午後9時
【場所】市文化センター 団体室
【開講式】4月16日（木）午後7時30分～
【対象】市内在住者（中学生以下は保護者同伴）
【定員】［入門編］20人  ［基礎編］入門編修了者のみ

※「全国手話検定試験」の受験を希望する人には、検定
試験の対策等の支援・指導をします（1級～ 5級）。
※令和7年度実績：検定試験受験者23人

【受講料】年間2,000円 ※別途テキスト代3,300円程度
【申込期限】定員に達するまで随時募集しています。
【申込方法】開講式当日に受け付けを行います。
申・問えびの市手話通訳者派遣協会
☎33-2399（えびの地区防犯協会内）
申・問市福祉課 障がい福祉係
☎35-1115（課直通）

堆肥散布に伴う苦情が寄せられてい
ます

　水稲や飼料、園芸作物の作付けのため、堆肥を散布す
る機会が増えますが、散布後の悪臭等の苦情が多く寄せ
られています。農業の継続と地域の共生のため、次のこ
とに配慮をお願いします。
■堆肥散布後の悪臭等防止策

・散布後に長時間放置せず、できるだけ速やかに耕運する
・堆肥散布ができない場合は、必ずシート等で堆肥を覆う
・早朝や夜間の散布は可能な限り避ける
・堆肥運搬車両や散布機械等で公道を走行する場合は堆
肥等が落下しないよう注意する ※万一、落とした場合は、
ほうき等で清掃をお願いします。
　地域一体となり、住みよい地域にしていきましょう。
問市畜産農政課 畜産振興室
☎35-3744（課直通）

広報えびのでお子さんを紹介しませ
んか

　市では、令和8年4月号から「広報えびの」を全面リ
ニューアルします。それに伴い、子育て情報紹介ページ
を新設し、その中でお子さん紹介コーナーを掲載する予
定です。このコーナーで紹介するお子さんの写真を募集
します。

【対象】市内在住のお子さん（就学前のお子さんに限りま
す）※申し込みは、保護者本人のみに限ります。

【掲載組数】毎月1組（応募多数の場合は、掲載までに時
間がかかる場合があります。）

【申込方法】申し込みフォーム（https://
logoform.jp/form/kUtt/1453336）から
お申し込みください。
※右のQRコードから申し込みフォー
ムが確認できます。
　詳しい募集要項等については、申し込みフォームをご
確認ください。
申・問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）
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【お問い合わせ】 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
詩

■
俳
句

季
節
の
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田
中
虎
夫

チ
ェ
ッ
・
チ
ェ
ッ
・
チ
ェ
ッ
チ
ェ
ッ
チ
ェ
ッ

底
冷
え
す
る
夜
明
け
前
！
朝
の
静
寂
に
つ
い
て

生
垣
の
黄つ

げ楊
の
小
枝
！
渡
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お す す め の 一 冊

国宝 知っておきたい
日本の美
日本美術のひみつ研究会 著

（メイツ出版）

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（4月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 8日（水）、
22日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→ Aコープかくとう店
→加久藤地区体育館
※23日は、上江小中学校を除く（15：
25～16：30）

9日（木）、
23日（木） 13：30〜16：30

飯野地区コミュニティセンター 10日（金）、
24日（金） 14：50〜15：15

真幸地区体育館 1日（水）、15日
（水）、28日（火） 15：25〜15：50

飯野出張所→自衛隊官舎 3日（金）、
17日（金） 15：25〜16：30

京町温泉駅 4日（土）、
18日（土） 14：15〜14：40

増
す
雪
に
ど
よ
め
く
漢
字
テ
ス
ト
中

川
原
千
恵
子

　

学
年
末
テ
ス
ト
も
近
い
二
月
の
午
後
。鹿
児
島
に
は
珍
し
く
朝
か
ら
降
り
始
め
た
雪
が
、急
に

勢
い
を
増
し
た
の
で
す
。窓
際
の
数
人
が
「
お
お
っ
」
と
声
を
上
げ
る
と
、
ク
ラ
ス
中
に
ど
よ
め

き
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。漢
字
テ
ス
ト
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
り
、雪
に
大
興
奮
の
中
学
一
年
生

た
ち
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
伝
統
俳
句
協
会
九
州
支
部
報「
九
州
の
風
」よ
り
）

ももも
川之上 英子 作・絵
川之上 健 作・絵

（岩崎書店）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見ることができます。

■複製絵画展
図書館・歴史民俗資料館合同で複製絵画の展示を行いま
す。この機会に絵画に触れてみませんか。
●開催日＝4月7日（火）～ 21日（火）
●時間＝［平日］午前9時～午後6時
　　　　 ［日曜・祝日］午前9時～午後5時
●休館日＝4月13日（月）、20日（月）
●場所＝歴史民俗資料館

■年間多読者表彰式
年間を通して、図書館の本をたくさん読んだ皆さんの表
彰を行います。
●開催日＝4月19日（日）
●時間＝午後2時～
●場所＝図書館

■雑誌処分展
●開催日＝4月25日（土）～ 5月6日（水）
●時間＝［平日］午前9時～午後7時
　　　　 ［日曜・祝日］午前9時～午後5時
●場所＝図書館 玄関ホール

※4月の運行スケジュールは変更になる場合があります。ご了承ください。



けができません。市役所での受け付けは、5月1日（金）か
ら実施します。なお、飯野出張所・真幸出張所では受け付
けできません。
申・問市農業再生協議会（市畜産農政課内）
☎35-1650（直通）

農業用廃プラスチックの集積日・集
積時間が変更になります

　えびの市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協
議会では、令和8年度の農業用廃プラスチックの収集を
次のとおり実施します。収集した廃プラスチックは、再
生処理を行うため、受け入れ可能なものが限定されます。
劣化が激しいものは受け取ることができません。処分や
分別の方法は、市畜産農政課までお問い合わせください。

【集積場所】えびの市一般廃棄物最終処分場（えびの市大
字坂元662番地）

【集積時間・処分単価】
種別 収集時間 処分単価

農業用ポリフィルム
午前 9 時～午後 3 時

※正午～午後 1 時の間は
集積不可

33 円 /kg

農業用塩化ビニル 午後 1 時～午後 3 時 11 円 /kg

【集積日】
収集日 収集する廃プラ類

令
和
8
年

5 月 19 日（火） ポリフィルム（農ポリ・農 PO）、
塩化ビニル（農ビ）

7 月 21 日（火） ポリフィルム（農ポリ・農 PO）、
塩化ビニル（農ビ）

9 月 15 日（火） ポリフィルム（農ポリ・農 PO）、
塩化ビニル（農ビ）

10 月 20 日（火） ポリフィルム（農ポリ・農 PO）、
塩化ビニル（農ビ）

11 月 17 日（火） ポリフィルム（農ポリ・農 PO）

令
和
9
年

1 月 19 日（火） ポリフィルム（農ポリ・農 PO）、
塩化ビニル（農ビ）

3 月 16 日（火） ポリフィルム（農ポリ・農 PO）、
塩化ビニル（農ビ）

※11月は「ポリフィルムのみ」集積します。
【注意事項】
・持ち込み時、ポリフィルムと塩化ビニルの混在は処理

できません。必ず分別してお持ち込みください。
・ポリフィルムと塩化ビニルを同時に持ち込む場合は、
金額が異なるため、それぞれ分けての計量となります。
問市畜産農政課 畜産振興室
☎35-3744（課直通）
問JAみやざき えびの市地区本部 農産販売課
☎33-5756

伊佐・えびの・人吉風力発電事業
　環境影響評価法に基づく環境影響評価準備書の縦覧と
住民説明会を実施します。

【事業名】（仮称）伊佐・えびの・人吉発電事業
【事業者名】株式会社グリーンパワーインベストメント
［所在地］東京都港区赤坂一丁目11番44号赤坂インター

シティ 9階
■準備書の縦覧

【場所】市民環境課
【期間】4月22日（水）まで ※開庁日のみ
【電子縦覧】事業者のホームページ（https://greenpower.

co.jp/category/environmental-impact-assessment/ ）で
準備書の電子縦覧ができます。
■住民説明会

【開催日】4月4日（土）
【時間】午後6時30分～午後8時
【場所】市文化センター 大研修室

■意見書の提出
　意見書の様式は、縦覧場所に設置しています。また、
電子縦覧のサイトからもダウンロードできます。

【提出期限】4月22日（水）
【提出方法】必要事項を記入し、縦覧場所にある意見書箱

に投
とうかん

函するか、株式会社グリーンパワーインベストメン
トに郵送（4月22日（水）までの消印有効）してください。
問株式会社グリーンパワーインベストメント えびの事
務所
〒889-4151 えびの市大字向江639-3-2
☎48-1033（土・日、祝日を除く午前9時30分～午後5時
30分）

堤防の刈草を提供します
　国土交通省では、川内川の堤防等の維持管理のため、
除草作業を業者に委託して実施しています。資源の有効
利用を図るため、刈り取った草を地域の皆さんに提供し、
家畜粗飼料や畑等の敷き草、堆肥などに利用してもらい
たいと考えています。
　草刈りから梱

こんぽう
包までは業者が行いますが、現地からの

持ち出しは利用者に行ってもらいます。刈草の提供を希
望する人は、次のとおりお申し込みください。

【申込期限】［1回目］4月1日（水）～ 5月15日（金）
［2回目］8月17日（月）～ 9月18日（金）

※土・日、祝日を除く（午前9時～午後5時）
【申込方法】国土交通省川内川河川事務所京町出張所に

直接お申し込みください。
【その他】
・今回の募集は、許可制による個人の採草とは異なります。
・登録期間は1年間です。今まで登録していた人で引き続
き希望する人は、新たに申し込みが必要です。

・梱包の際、刈草の中のごみはある程度分別しますが、混
入している場合があります。

・国土交通省は、刈草の利用に伴い生じた損害の一切の
責任を負いません。刈草の利用は、利用者個人の責任で
行ってください。

・天候等により刈草の提供が一部できない場合がありま
すのでご了承ください。
申・問国土交通省 川内川河川事務所 京町出張所
☎0996-22-3809

生産調整（転作）出張受け付けを行
います

　市では、令和8年度生産調整（転作）の出張受け付けを
次のとおり実施します。会場では、米の予約・水稲共済の
加入手続きも一緒に行うことができます。

【申請期間】4月17日（金）～ 6月12日（金）
【持ってくるもの】転作計画書（ピンク色の用紙）、印鑑、

通帳（令和7年度に口座の新規登録・変更の申請をしてい
ない人）

【受付会場】各地区で会場を設け、自治会ごとに時間分け

をしています。指定された時間以外でも受け付けは可能
です。※別地区で受け付けを行う（例：真幸地区の人が飯
野地区の日程で受け付けする）場合は、市農業再生協議
会にご連絡ください。

［真幸地区］場所：真幸地区体育館 集会室

期日 受付時間 対象自治会

4 月 17 日
（金）

午前 9 時～正午 水流、南昌明寺、北昌明寺、
西川北

午後 1 時～午後 4 時 東内竪、中内竪、西内竪、
中浦、上浦

4 月 20 日
（月）

午前 9 時～正午 北岡松、南岡松、京町、上
向江、下浦、溝ノ口

午後 1 時～午後 4 時 上島内、下島内、亀沢、柳
水流

［加久藤地区］場所：国際交流センター 大研修室

期日 受付時間 対象自治会

4 月 21 日
（火）

午前 9 時～正午 松原、前松原、加久藤麓、
中島、牧の原

午後 1 時～午後 4 時 栗下、灰塚、永山、大溝原、
榎田

4 月 22 日
（水）

午前 9 時～正午 東長江浦上、東長江浦下、
西長江浦上、西長江浦下

午後 1 時～午後 4 時 湯田、西郷、東川北、尾八
重野

［飯野地区］場所：飯野地区コミュニティセンター 研修室1
期日 時間 対象自治会

4 月 23 日
（木）

午前 9 時～正午 上大河平、杉水流、五日市

午後 1 時～午後 4 時 下大河平、駅前、上原田

4 月 24 日
（金）

午前 9 時～正午 東原田、飯野麓、前田

午後 1 時～午後 4 時 山内、大明司、町

4 月 27 日
（月）

午前 9 時～正午 南原田、堀浦、中原田

午後 1 時～午後 4 時 苧畑、坂元

［上江地区］場所：上江地区体育館 集会室
期日 受付時間 対象自治会

4 月 28 日
（火）

午前 9 時～正午 池島、今西

午後 1 時～午後 4 時 西上江、中上江、上上江

4 月 30 日
（木）

午前 9 時～正午 田代、出水

午後 1 時～午後 4 時 末永、白鳥

※4月17日（金）～ 30日（木）の期間は、市役所で受け付
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ます。
■共通事項

【時間】午前10時～午前11時30分
【場所】市国際交流センター
【定員】30人程度
【参加費】全講話合わせて1,000円（飲み物、地元産品試

食代等）※1回のみの参加は400円とします。
【申込方法】参加者の住所・氏名・電話番号を市国際交流

センターにご連絡ください。
【申込期限】4月13日（月）
申・問市国際交流センター
☎35-3211

「みやざきの道」愛護活動支援事業
を実施しています

　宮崎県では、県民との協働による道路環境の保全活動
を推進していくため、道路愛護活動支援事業を実施して
います。
　これは、県が管理する道路で、植栽帯の管理や花植え、
道路のゴミ拾い、草刈りなどの活動を行う団体に対し、
清掃用具や謝金の支給などの支援を行うものです。
　興味のある団体の皆さんは、小林土木事務所に問い合
わせするか、「宮崎県 道路愛護」でネット検索し、宮崎県
ホームページをご覧ください。
問小林土木事務所 総務課
☎23-5167

受講生募集
音訳ボランティア養成講座

　公益財団法人宮崎県視覚障害者福祉協会は、西諸地区
で令和8年度音訳ボランティア養成講座を行います。
　これは、視覚障がいのある人に情報を提供するため、
広報紙、議会だより、本などを正確に分かりやすく音訳
するボランティアを養成する講座です。

【対象者】講習修了後にボランティア活動が可能な人、パ
ソコンの操作ができる人

【講習期間】5月～令和9年3月（第2・第4土曜日）
【時間】午後1時30分～午後3時30分
【場所】小林市社会福祉センター（小林市立図書館横）

【受講料】無料 ※テキスト代は実費負担
【開講式】5月9日（土） 午後1時30分～
【申込方法】小林市社会福祉センターに電話でお申し込

みください。※開講式の会場でも受け付けます。
【申込期限】5月9日（土）
申・問小林市社会福祉センター
☎23-3466

年金事務所が相談に応じます
令和8年度の年金移動相談

　都城年金事務所では、年金等に関する出張相談を行っ
ています。相談は予約制です。事前に必ず電話で予約を
してください。

【予約先】都城年金事務所 ☎0986-23-2571
【相談日時】

年 期日 時間

令和 8 年

　　　　5 月 14 日（木）

午前 10 時
～

午後 3 時

　　　　7 月 9 日（木）
　　　　9 月 10 日（木）
　　　　11 月 12 日（木）

令和 9 年
　　　　1 月 14 日（木）
　　　　3 月 11 日（木）

【相談場所】市役所本庁
【持参するもの】年金手帳、年金証書、マイナンバーが確

認できる書類など
【代理の場合】委任状、身分証明書（運転免許証など）
申・問都城年金事務所
☎0986-23-2571

おわびと訂正
　広報えびの2月号22ページに掲載しました「世帯数」
に誤りがありました。
　世帯数を「7,506世帯」、前月比を「-7世帯」としていま
したが、正しくは、世帯数が「7,502世帯」、前月比が「-11
世帯」です。
　おわびして訂正します。
問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

生涯学習講座「五月人形を作ろう」
を開催します

　市では、生涯学習の一環として、「五月人形を作ろう」
を開催します。端午の節句に向けて、かわいらしい五月
人形を作りませんか。作品例などの詳細は、申込フォー
ムから確認できます。

【開催日】4月29日（水・祝）
【時間】午後2時～午後4時
【場所】市文化センター 団体室
【定員】15人程度
【講師】蕨内郁代氏
【材料費】1,000円
【持ってくるもの】縫い針、はさみ
【申込期限】4月22日（水） ※定員になり次第締め切ります。
【申込方法】申し込みフォーム（https://

logoform.jp/f/4jSqj ）から申し込むか、
市社会教育課社会教育係に電話でお申
し込みください。
※右のQRコードから申し込みフォームが確認できます。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

携帯電話臨時ショップを開設します
　市と株式会社NTTドコモ、KDDI株式会社、ソフトバン
ク株式会社の携帯電話事業者3社は、えびの市内におけ
る携帯電話サービスのサポートなどを確保するために、
携帯電話臨時ショップを開設しています。

【開設日】
携帯電話事業者 日程 担当ショップ・連絡先

ソフトバンク（ワ
イモバイル）の日

4 月 6 日（月）
　     7 日（火）

ソフトバンク小林
☎ 25-0198

au（UQ モバイル）
の日

4 月 14 日（火）
　     15 日（水）

au ショップ人吉
☎ 0966-24-8815

ドコモの日 4 月 22 日（水）
　     23 日（木）

ドコモショップ
小林駅前店
☎ 24-5252

※予約ができます。各担当ショップに電話でお申し込み
ください。

【場所】えびの駅

【開設時間】午前10時～午後4時
【サービス内容】携帯電話の機種・契約変更や新規契約、

乗り換え、機器操作に伴う相談など
問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

市民交流喫茶に参加しませんか
　市国際交流センターでは、「市民交流喫茶」を開催しま
す。市民交流喫茶は、「えびのや近隣地域のことを知りた
い」、「えびのをもっと盛り上げたい」と思っている人に
参加してもらい、さまざまな分野のゲストを招いて講話
を聞く楽しいつどいです。同時に、地元の食材、産品を
試食するなど、えびのの良さを味わってもらいます。ぜ
ひ、ご参加ください。
■1回目

【開催日】4月23日（木）
【ゲスト】えびの市観光プロジェクトマネージャー 辻本

千春氏
　民間旅行会社で数々の経験をし、令和5年8月から市の
観光プロジェクトマネージャーとして活動している辻本
さんに、えびの市の観光の現状と外国人とコミュニケー
ションを取っていくための「やさしい日本語」について
聞きます。
■2回目

【開催日】5月28日（木）
【ゲスト】えびの市副市長 甲斐正文氏（西川北在住）

　宮崎県庁退職後、宮崎商工会議所県連合会専務理事に
従事し、令和5年4月から副市長に就任。えびの市のまち
づくりを担っている甲斐副市長に、数々の体験からその
思いを聞きます。
■3回目

【開催日】6月25日（木）
【ゲスト】NPO法人サーチドッグ人吉 理事長 開田宏氏（熊

本県相良村在住）
　災害救助犬訓練士の開田さんは、東日本大震災や熊本
地震などで、警察犬と共に行方不明者の捜索に当たった
経験を持ち、現在もえびの市をはじめとする九州管内
の行方不明者捜索などに当たっています。三十数年の間、
警察犬の訓練を行っている開田さんの数々の経験を聞き
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ます。
【交付枚数】対象者1人につき年間48枚（年度途中の対象者

は、申請のあった月の翌月から月割り交付になります。）
※4月に24枚、10月に24枚と2回に分けて交付します。

【有効期限】令和9年3月31日まで ※翌年度に繰り越して使
用することはできません。

【その他】
・福祉タクシー利用券は、家族や他人に譲ることはできま
せんが、同乗することは可能です。
・この制度は、市企画課が行っている「タクシー利用券」の
制度とは別の制度ですが、両方を同時に利用することは可
能です。
申・問市福祉課 地域福祉係
☎35-1115（課直通）

大量のごみは美化センターに直接
持ち込んでください

　引っ越しや片付けなどをすると、ごみが大量に出ます。
大量に出たごみを地区のステーションに出すと、他の人
がごみを置けないことやステーションからごみがはみ出
すことがあります。
　大量のごみがある場合は分別後、指定袋に入れて美化
センターに直接持ち込んでください。地区で決められた
場所以外のごみステーションにごみを出すことは、「不
法投棄」になります。ごみは決められた場所に出しましょ
う。
■美化センターに持ち込む際の注意点

・作業員の指示に従って、搬入する人自身で指定の場所
にごみを降ろしてください。

・指定袋があるごみは、必ず指定袋に分別して持ち込ん
でください。

・有料ごみと無料ごみが混載している場合は、計量回数
が多くなります。

・分別が正しくできていない場合は、持ち帰ってもらい
ます。

・分別がわからないごみがある場合は、窓口でお尋ねく
ださい（指定袋を数枚持ってくると分別がスムーズです）。
問市美化センター
☎33-5782

市の許可を得ていないごみ回収業
者を利用しないでください

　家庭から出るごみを回収できるのは、市から「委託」
を受けた通常のごみ回収業者と「一般廃棄物処理業の許
可」を得ている業者しかできません。市が許可をしてい
ない無許可の者がごみを回収すると、廃棄物処理法違反
になります。
　ごみの量や大きさにかかわらず、引っ越しや片付け、
遺品整理など、本人や家族が持ち込めず、家庭のごみの
回収を業者に依頼する場合は、必ず市の許可業者をご利
用ください。
■市内の許可業者

・有限会社アポロ ☎37-3100
・有限会社飯野運送 ☎33-0605
・有限会社弓場造園土木 ☎35-0024
問市美化センター
☎33-5782

指名競争入札参加資格審査申請書
（指名願い）の定期受け付け
　市では、物品、清掃・警備・設備維持管理・施設管理業務
の指名競争入札参加資格審査申請書の定期受け付けを行
います。

【受付期間】5月1日（金）～ 5月29日（金） ※土・日、祝日
を除く

【受付時間】午前9時～午前11時30分、午後1時30分～午
後4時

【有効期間】令和8年8月1日～令和10年7月31日（2年間）
【提出方法】市財政課入札・契約係に郵送（ 5月29日（金）

までの消印有効）で提出してください。
※窓口受け付けは、市内に本店、または支店等がある事
業者のみ
※申請書類は、市ホームページからダウンロードするか、
市財政課で取得できます。
申・問市財政課 入札・契約係
☎35-3716（課直通）

令和8年度タクシー利用料金助成事
業の申請を受け付けています

　市では、「タクシー利用料金助成事業（タクシー利用料
金の一部を助成する制度）」の申請を受け付けています。

【助成対象者】市内在住で住民登録があり、市税等の滞納
がなく、次のいずれかに該当する人

・65歳以上の人
・16歳から64歳の人で、運転免許証または自動車を持っ
ていない人

・16歳から64歳の人で、病気等の理由で市長が特に認め
る人

【申請方法】申請書を市企画課政策係、または飯野・真幸
出張所に提出してください。申請書は、市企画課、飯野・
真幸出張所で取得できます。

【助成方法】
・助成対象者と認められた場合は、「助成対象者証」と「タ
クシー利用券」を送付します。

・「タクシー利用券」を、タクシー利用時に運転手に渡す
ことで、タクシー利用料金の一部の助成を受けることが
できます。

【助成額】運賃の約4割を助成します。助成額は1,500円が
上限です。

【交付枚数】年間96枚を限度に、申請月に応じて交付し
ます。 ※令和8年3月末に48枚、9月末に48枚交付します。

【有効期限】令和9年3月31日まで ※翌年度に繰り越して
使用することはできません。

【利用可能区間】タクシー券を利用できる区間は、市内に
限ります。市外からの移動や市外への移動には、利用で
きません。

【その他】
・タクシー利用券は、家族や他人に譲ることはできませ
んが、同乗することは可能です。

・この制度は、市福祉課が行っている「福祉タクシー利用
券」の制度とは別の制度ですが、両方を同時に利用する
ことは可能です。
申・問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

ご利用ください
福祉タクシー利用料金助成事業

　市では、高齢者および重度の障がいのある人の経済的
負担の軽減を図るため、「福祉タクシー利用料金（基本料
金）」を助成しています。

【助成対象者】
［高齢者の場合］次の全てに該当する人
・75歳以上の高齢者
・対象者が車両を保有せず、自らも運行できない
・世帯員全員が車両を保有していない
・施設等に入所していない
・前年度の住民税所得割額が課税されていない

［障がいのある人の場合］次の全てに該当し、①身体障害
者手帳1級または2級、②精神保健福祉手帳1級、③療育手
帳Aのいずれかの交付を受けている人
・対象者が車両を保有せず、自らも運行できない
・世帯員全員が車両を保有していない
・施設等に入所していない
・前年度の住民税所得割額が課税されていない
※障がいのある人は、世帯員の中で車両の保有者全員が1
週間のうち5日以上就労している場合、就労証明書を提出
することで利用が可能です。
※世帯員とは、生計を同一にする者、または住民基本台帳
上は別世帯であっても、同一敷地内に居住している者をい
います。

【申請方法】市福祉課地域福祉係、またはお住まいの地区
の民生委員にご連絡ください。

【助成方法】
・助成対象者と認められた場合は、申請があった翌月に地
区の民生委員が「福祉タクシー利用券」を配布します。
・「福祉タクシー利用券」を、タクシー利用時に次の指定タ
クシー会社の運転手に渡すことで、タクシー利用料金の一
部の助成を受けることができます。

【福祉タクシー利用券を利用できるタクシー会社】
・宮交タクシー　　　　 ☎37-1351
・三和交通　　　　　　☎33-0220
・こばやし交通　　　　 ☎33-0154
・昭和福祉タクシー　　 ☎33-6270
・福祉タクシー まごころ ☎090-9070-5226

【助成額】福祉タクシー利用券1枚につき基本料金を助成し
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えびの市物価高騰対応支援給付金
の申請はお済みですか

　市では、食料品等の物価高騰による市民の皆さんの負
担を軽減するために「えびの市物価高騰対応支援給付金給
付事業」を実施しています。
　市が口座を把握している対象者には、2月24日（火）に支
給しています。申請が必要な対象者に対しては、1月に申請
書を送付しています。該当する人は、必要書類を添付して、
申請書をえびの市物価高騰対応支援給付金お問い合わせ
コールセンターに郵送してください（返信用封筒を同封して
います）。

【支給対象者】令和8年1月1日時点で、市の住民基本台帳に
記録されている人

【支給額】支給対象者1人につき2万円
【受給権者】支給対象者の属する世帯の世帯主
【申請期限】6月30日（火）

　詳しくは、市ホームページをご覧になるか、コールセン
ターにお問い合わせください。
申・問えびの市物価高騰対応支援給付金お問い合わせ
コールセンター
☎0120-959-975（平日の午前9時～午後6時）

東海えびの会の会員を募集していま
す

　ふるさと会では、東海えびの会の会員を募集していま
す。
　東海えびの会は、東海地方（愛知県・岐阜県・三重県）
在住のえびの市出身者とその家族で結成した会です。会
員相互の親睦を深めるとともに、郷土の発展に寄与する
ことを目的に活動しています。入会を希望する人や興味
がある人は、市企画課定住対策係にお問い合わせくださ
い。
　主な活動として、年1回の総会・懇親会を開催していま
す。令和8年は次のとおり開催します。えびの出身者はも
ちろん、そうでない人も参加できます。ぜひ、家族や友人、
周囲の皆さんにも広めてください。

【開催日】4月26日（日）
【時間】午前11時～午後3時
【場所】和食・海鮮料理「嘉文 栄本店」（愛知県名古屋市中

区栄4丁目1-8 栄サンシティービル B1F ）
【申込方法】市企画課定住対策係にお問い合わせください。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

ぷらいど21市民団体活動助成事業
に取り組む市民団体を募集します

　市では、市民が主体となって自ら行う地域づくり、ま
ちづくり活動に対し、助成金を交付する「ぷらいど21市
民団体活動助成金」事業を行っています。地域を活性化
したい、地域づくりを始めたいと考えている市民団体の
皆さんは、この事業を活用して、活動を充実させてみま
せんか。

【助成対象団体】「市内に在住、在勤、在学する者5人以上
で構成し、その2分の1以上が市内在住であること」、「定
款等を定め、団体上の規律が確立されていること」、「営
利、政治的、宗教的活動を目的とする団体や暴力団など
の統制下にある団体ではないこと」などの条件を満たす
団体

【助成率等】助成対象経費の80％以内を助成します。助成
金の交付回数は、1団体につき3回までです。助成額の上
限は、初年度100万円、2年目50万円、3年目30万円とな
ります。
※審査委員会の審査を経て、助成団体を決定します。
■事前相談
　申請する際は、市民協働課に事前相談が必要です。次
の期間内に必ず相談を行ってください。また、事前相談
に来庁する際は、市民協働課にご連絡ください。

【事前相談期間】4月1日（水）～ 17日（金）
■申請

【申請方法】申請用紙に必要事項を記入の上、市民協働課
に直接提出してください。申請書様式は、市ホームペー
ジからダウンロードするか、市民協働課で取得してくだ
さい。

【申込期限】4月30日（木）
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
申・問市民協働課 市民協働係
☎35-1118（直通）

「えびの高原山開き」・「山開き記念
トレッキングツアー」を開催します

　えびの市観光協会では、「えびの高原山開き」を開催し
ます。登山シーズン中の安全を祈願する神事を執り行い
ます。先着100人で記念品も準備しています。
　また、神事終了後に、「山開き記念トレッキングツアー」
も開催します。「白鳥山周回コース」と「えびの岳コース」
の2つのコースがあります。参加を希望する人は、えびの
市観光協会にお申し込みください。
■えびの高原山開き ※雨天時室内開催

【開催日】4月12日（日） 
【時間】午前10時～
【場所】えびのエコミュージアムセンター 第2駐車場

■山開き記念トレッキングツアー ※雨天時中止
【時間】山開き終了後
【対象】小学生以上 ※中学生以下は保護者同伴
【定員】各コース15人
【参加費】1,000円
【持ち物】昼食、飲み物、帽子、手袋、雨具、登山に適した

服装・靴
【申込期限】4月10日（金） 午後5時まで ※定員に達し次

第締め切ります。
【申込方法】えびの市観光協会に電話でお申し込みくだ

さい。
申・問えびの市観光協会
☎35-3838

栗下団地の内覧会を実施します
　市では、栗下団地A棟52号室の高齢者向け住宅（バリ
アフリー）を改修しました。改修後住戸の内覧会を実施
します。ぜひ、ご来場ください。
■内覧会

【開催日】3月28日（土）・29日（日）
【時間】午前9時～午後4時
【場所】栗下団地A棟 52号室（えびの市大字栗下965番地

5） ※県道小林京町線「えびの市栗下」交差点から北に
150メートル（加久藤神社北）

【交通機関】［列車］JRえびの駅から徒歩11分

［バス］加久藤小学校から徒歩17分
［自家用車］えびのインターから車で5分
【申込方法】市財産管理課住宅係に電話でお申し込みく

ださい。
【申込期限】3月27日（金）午後3時まで

■入居申し込み
【募集対象住戸】栗下団地A棟 52号室
【募集期間】4月1日（水）～ 7日（火）
【対象世帯】60歳以上の人を含む世帯
【家賃】1カ月21,700円（最低家賃）

※入居申し込みには一定の要件があります。詳しくは、
市財産管理課住宅係にお問い合わせください。
※応募多数の場合は抽選になります。ご了承ください。
申・問市財産管理課 住宅係
☎35-1120（課直通）

旧麓教職員住宅敷地売却の一般競
争入札

　市では、市有財産の旧麓教職員住宅敷地を一般競争入
札で売却します。入札への参加を希望する人は、市有財
産売却一般競争入札募集要領を市財産管理課管財係で取
得、または市ホームページからダウンロードしてご確認
ください。

【件名】市有財産 旧麓教職員住宅敷地
【日時】5月20日（水） 午前10時～
【場所】市役所本庁 1-1会議室
【入札物件】
［土地］えびの市大字杉水流字大平14番12
［地目］宅地
［地積］1,152.46㎡
【最低売却価格】4,380,000円
【受付期間】4月20日（月）～ 5月13日（水）

　詳しくは、市有財産売却一般競争入札募集要領をご覧
ください。
申・問市財産管理課 管財係
☎35-1120（課直通）
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

カ レーの 匂いが 学 校 全 体 に広 がっていたふるさと給 食 。
「 お いしい！」という声がたくさん上 がり、お かわりに

列をつくっていました 。（ 米 原 ）

え び の市出 身 の 女子プロボクシングチャンピオン が 誕
生しました 。令 和 9 年 度の国スポ で はボクシングの 会

場にもなるので、えび の市全 体 で盛り上げ ましょう。（ 中川 ）（令和8年3月1日現在）

【選考方法】学校長の推薦（ 1年時の人は出身学校長推薦、
2年時以降の人は在学学校長の推薦）を受けた者の学業
成績および経済状況、また、その他の資料に基づき市の
奨学生選考委員会で審議し、教育委員会が決定します。

【貸与方法】6月・8月・12月の年3回、口座振込で貸与
【奨学金の返還】返還は卒業の翌月から、貸与を受けた期

間の2倍の期間内になります。
【申請書の配布】市学校教育課・飯野出張所・真幸出張所

で配布するほか、市ホームページからもダウンロードで
きます。

【申込方法】申請書を市学校教育課教育係に直接提出し
てください。
申・問市学校教育課 教育係
☎35-3722（直通）

15,371人 （前月比 -69人）
男性／7,276人（-26人） 　女性／8,095人（-43人）
転入／43人  転出／94人  出生／5人  死亡／23人

7,443世帯 （前月比 -59世帯）

西脇 久子さん
（今西）

祝！ 100 歳
いつまでもお元気で

2 月に 100 歳を迎えられた皆さんを紹介し
ます。

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫
京 町 観 光 ホ テ ル で 行 わ れ た
温 楽 授 業。真 幸 小 学 校 2 年 の
児 童 たち が、温 泉 に 触 れ 楽し
く学 びました。

こども誰でも通園制度を開始しま
す

　こども誰でも通園制度は、保育所等に通っていない0
歳6カ月以上3歳未満の子どもを対象に、保護者の就労要
件等を問わず、月一定時間まで保育所等が利用できる制
度です。これは、全ての子どもの育ちを応援し、子ども
の良質な成育環境を整備するとともに、全ての子育て家
庭に対して、多様な働き方やライフスタイルにかかわら
ない形での支援を強化することを目的としています。

【実施期間】4月1日（水）～
【対象児童】
・利用日時点で0歳6カ月から満3歳未満（3歳の誕生日の2
日前）であること

・保育所、認定こども園等に在籍していないこと
【実施施設（予定）】みなみえびの保育園、真幸認定こど

も園、なかよし認定こども園、加久藤保育園、上江認定
こども園

【利用可能時間】子ども1人につき月10時間
【利用料金】1時間300円程度（別途給食費等）
【利用方法】市に申請し、認定を受ける必要があります。
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

ご利用ください
「教育資金融資制度」
　市では、九州労働金庫（ろうきん）と提携して教育資
金の融資を行っています。これは、子どもの教育を促し、
市民の生活安定と福祉の増進に役立てることを目的とし
ています。

【利用できる人】次のどちらにも該当する人
・市内在住で、子どもが高校・専門学校・短大・大学などへ

入学が決定した人、または在学している人
・市税などを滞納していない人
※融資の決定には、九州労働金庫の審査があります。

【融資金額】200万円以内
【年利】1.60％（保証料別）
問市学校教育課 教育係
☎35-3722（直通）
問九州労働金庫 小林支店
☎23-1000

令和8年度えびの市奨学生募集
　市では、令和8年度の奨学生（月奨学金）を募集します。

【申込資格】本市に引き続き2年以上住所を有している人、
または2年以上本市に住所を有し、就学のため市外に住
所を変更した人で、学校教育法に規定する学校に在学し、
成績良好、品行方正で経済的理由により修学が困難と認
められる人

【貸与月額および募集人員】
奨学生貸与生の区分 貸与月額 募集人員

・高校生
・中等教育学校後期課程生
・専修学校生（高等課程）

20,000 円 若干名

・高等専門学校生 24,000 円 若干名
・大学生
・短期大学生
・専修学校生（専門課程）

40,000 円 若干名

※貸与月額は半額も希望可
【貸与期間】令和8年4月から就学する学校の正規の修業

年限の範囲内
【貸与利子】無利子
【受付期間】4月17日（金）まで
【受付時間】開庁日の午前8時30分～午後5時15分

■ごみのおはなし

　令和 8 年から、コピー用紙や包装紙、菓子箱な
どの紙類を「雑誌」と一緒に資源物として回収でき
るようになりました。「紙」の分別マークが付いて
いて、汚れていないものが対象です。

問市美化センター　　　☎33-5782

トイレットペーパーなどの芯 紙製の卵パック

【雑誌と一緒に回収できるもの】

食品などの箱 紙袋

その他、ティッシュペーパーの箱などの紙製のもの
が対象です。
※紙製以外のもの（ビニールなど）が付いている場
合は外してください。

■ 回収対象となる紙類の例

■ 出し方
　これらの紙類を出す際
は、持ち手が紙でできて
いる紙袋にいれるか、ひ
もで縛ってください。

納税は口座振替が便利です。
手続きは、金融機関でできます。
※通帳と銀行印を持参してください。
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● 4 月の行事予定 ※各行事については、変更になる場合があります。

日付・曜日 行事名・会場・時間
週間・月間行事

4 月 1 日（水）
人権相談（市役所 1-1 会議室 10：00 ～ 15：00）
行政相談（市役所 1-2 会議室 10：00 ～ 12：00）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）

4 月 2 日（木）
4 月 3 日（金）
4 月 4 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
4 月 5 日（日）

4 月 6 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館
臨時ショップ（ソフトバンク（ワイモバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）

4 月 7 日（火）
臨時ショップ（ソフトバンク（ワイモバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
母子手帳交付（こども家庭センター 9：20 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

4 月 8 日（水） 心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）
4 月 9 日（木）
4 月 10 日（金）
4 月 11 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
4 月 12 日（日）
4 月 13 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

4 月 14 日（火）
臨時ショップ（au（UQ モバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
アルコール家族教室（小林保健所 13：30 ～ 15：30）
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

4 月 15 日（水）
臨時ショップ（au（UQ モバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
オレンジカフェよかとこ（文化センター 団体室 9：30 ～ 11：30）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）

4 月 16 日（木） 無料法律相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30）※要予約 ☎ 35-2800（社会福祉協議会）
4 月 17 日（金）
4 月 18 日（土）

4 月 19 日（日）
第 38 回えびの京町温泉マラソン大会
美化センター稼働日（8：30 ～ 17：00）
家庭の日

4 月 20 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館
県内一斉消毒の日（畜舎等の消毒を徹底しましょう）

4 月 21 日（火）
道の駅定休日
母子手帳交付（こども家庭センター 9：20 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

4 月 22 日（水）
図書館・歴史民俗資料館休館
臨時ショップ（ドコモの日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）

4 月 23 日（木）
臨時ショップ（ドコモの日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
市民交流喫茶（国際交流センター 10：00 ～ 11：30）※要予約 ☎ 35-3211
わかちあいの会［自死遺族のつどい］（小林保健所 13：00 ～ 15：00）

4 月 24 日（金）

4 月 25 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
真打 三遊亭遊馬独演会（国際交流センター 14：00 ～ 15：30）

4 月 26 日（日） カーフェスタ宮崎 in えびの（グリーンパークえびの 10：00 ～ 14：00）
4 月 27 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

4 月 28 日（火） ひきこもり・こころの健康相談（小林保健所 13：30 ～ 15：30）※要予約 ☎ 23-3118
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

4 月 29 日（水）
4 月 30 日（木）
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※ QR コードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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